

























The Association Between Nursery School Lunch Experience in Infancy and Food 
Preference: On the Difference in Preference of Meat or Fish






























































































































































































平均値 ±SD 平均値 ±SD ｐ値
主食、主菜、副菜を整え
て食事をしている 3.0 ±1.177 3.2 ±0.976 0.312
多種類の食品を組み合わ
せて食べている 3.0 ±1.065 3.2 ±1.001 0.446
調理法が偏らないように
している 3.0 ±1.151 3.1 ±0.973 0.684
イライラすると食べるこ




2.7 ±1.307 2.8 ±1.342 0.740
不機嫌なとき何か食べた
くなる 3.0 ±1.085 2.8 ±1.206 0.378
体重が増えたときいつも
より食べる量を減らす 3.5 ±1.111 3.1 ±1.035 0.052
太らないようにするため
食べる量に注意している 3.2 ±1.229 3.0 ±0.988 0.526
太らないような食べ物を
選んで食べている 3.1 ±1.143 3.1 ±0.889 0.807
食事よりも寝ていたいと
思うことがある 3.7 ±1.084 3.2 ±1.131 0.023
＊
食事の用意が面倒である 3.6 ±1.148 3.1 ±1.188 0.041＊
食事の用意はできるだけ
簡単にすませたい 3.9 ±0.998 3.5 ±1.131 0.036
＊
忙しくて食事の準備をす






































家族と同居 26 （60.5） 36 （94.7）
アパートに一人暮らし 13 （30.2） 2（5.3）
学寮生 2（4.7） 0（0.0）
その他 2（4.7） 0（0.0）
小計 43 （100.0） 38 （100.0）
なんらかのアルバイトを
している 26 （56.5） 30 （73.2）
アルバイトをしていない 20 （43.5） 11 （26.8）
小計 46 （100.0） 41 （100.0）
ｐ値
アルバイ
トの状況
χ2検定　＊：p<0.05, ＊＊：p<0.01
居住形態
0.122
給食体験
保育所給食
体験群
ｎ（％）
非保育所給食
体験群
ｎ（％）
0.004＊＊
表５．保育所給食体験別の居住形態、アルバイトの状況
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乳幼児期の保育所給食体験と食嗜好の関連－肉類・魚類の嗜好の違い－
菜嫌いが多かったとしており，保育園では給食により多様な食品を経験しやすい環境にあるので
はと推察している9）。また，峯木らは，魚介類が毎日食卓に上がる家庭の幼児では魚介類を好む
幼児の割合が高かったとしている18）。本研究では，保育所給食体験群は，非保育所給食体験群よ
り魚類を好むものが多かったが，有意差はなかった（ｐ＝0.063）。保育所で提供される給食の献
立は，家庭の献立と比べ，肉類と魚介類の利用バランスが考慮されていると考えられるため，肉
類と魚類の摂取頻度のバランスによって，魚類を好むものの割合が上がる傾向にあると推察され
た。
　食習慣において，野菜や脂肪の摂取，食事時間の規則性については保育所給食体験の有無によ
る差はなかったが，間食（菓子や甘い飲み物）の摂取に気を配っていないものは，保育所給食体
験群の方が有意に多かった（ｐ＜0.05）。しかし，食生活改善に対する意識については保育所給
食体験群の方が高く，日常の食生活を改善したいと考えていた。このたびの調査では，日常の食
事内容についての調査は実施していないため実際の食事との関連を見ることはできない。実際の
食事内容と食生活改善の意識との関連を検討することは今後の課題である。
　保育所給食体験の有無による，食事バランスに対する意識に差はなかったが，両群とも平均値
は3.0 〜 3.2であり高いポイントではなかった。また，食行動（情動的摂食，抑制的摂食，食事の
準備）について比較したが，保育所給食体験群は，「食事よりも寝ていたいと思うことがある」
「食事の用意が面倒である」「食事の用意はできるだけ簡単にすませたい」など食事の準備の怠慢
さについての項目で有意に点数が高く，日常の食事を面倒に感じ，食事の準備への意欲が低い傾
向が伺われた。そこで，保育所給食体験の有無でアルバイトの状況と居住形態について比較検討
したところ，アルバイトの状況について差はなかったが，居住形態について，保育所給食体験群
の方が一人暮らしをしている人の割合が有意に高かった（ｐ＝0.04）。一人暮らしの状況では，
自分の食事は自分で準備し，毎日の食生活が不規則になりやすいことが推測される。このこと
が，食生活改善の意識の高さや，食事の準備を面倒と感じる意識への影響要因であると推察され
た。
　本研究では，対象者が幼児教育学科と食物栄養学科の短大生であり，幼児保育や栄養に興味の
ある学生を対象としているため，一般の若者と意識の違いがあると考えられた。また，青年期に
なって自分が乳幼児期に保育園，幼稚園のどちらに通っていたか不明なものが多く，調査対象者
数を増やすことも課題と考えられる。
　本研究では，保育所給食体験群に魚類を好む傾向がうかがわれた。併せて食生活改善への意識
がある一方，間食（菓子や甘い飲み物）には気を配っていない，さらに，食事の準備の怠慢さの
食行動が見られたが，これらは一人暮らしであることの要因が関連していると推察された。今後
も，食生活や食行動，食事内容等について詳細に検討し，保育所給食の食育的効果について検討
していきたい。
Ⅴ．ま　　と　　め
　保育所給食体験の有無により，肉類・魚類の嗜好および食習慣，食行動（情動的摂食，抑制的
摂食，食事の準備）の意識の違いを検討した。保育所給食を体験したものは，魚類を好む人の割
合が高かったが，有意差はなかった。また，食生活改善への意識が高い人の割合が高かったが，
間食に気を配っている人の割合は有意に低かった。さらに，食事の準備を面倒に感じるという食
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行動も見られたが，これらは，保育所給食体験群に一人暮らしの人の割合が高く，このことが要
因であると推察された。
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